


移動荷重の解析
教科書 10-1 〜 10-22 P



第10章 

移動荷重の解析 10.1 概念の理解

10.2  チュートリアル

10.3  構造計算の解説

10.4  練習問題

1.1 概念の理解
-単純梁解析の概念

1.2 チュートリアル
-モデルの概要
-作業環境の設定
-材料及び断面の定義
-節点及び要素の生成
-境界条件の入力
-荷重の入力
-構造解析の実行
-解析結果の確認

1.3 構造計算の解説
-力学的概念の理解及び数値計算

1.4 練習問題
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移動荷重の解析

- 概念の理解 -



ー概念の理解移動荷重の解析 教科書10-1

移動荷重の解析＝活荷重や⾞両の移動荷重を
考慮した解析を行う際に使⽤

目的： ⾞両や列⾞などの「動く重み」が構造物を渡
るとき、どこで一番大きなストレス（最大・最小の
断面力や変位）が発生するかを突き止める解析

メリット： ⾞両を「1センチ動かしては再計算…」
という気の遠くなるような繰り返し計算は不要

「影響線（面）」という特殊なモノサシを最初に作
ることで、一発で最悪の荷重位置を見つけ出せる



ー概念の理解移動荷重の解析

車線の定義： 橋（桁）の上に、⾞両が通る「ルート
（⾞線・⾞線面）」を設定する

影響線の作成： そのルート上に「単位荷重（基準と
なる1の重み）」を走らせて、各部材の反応のクセ
（影響線・影響面）を計算する

最悪ケースの自動算出： 定義した実際の⾞両荷重
（大型トラックなど）を影響線に掛け合わせ、構造
物が受ける「たわみ・断面力・支点反力の最大値／
最小値」を自動で算定する
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ー概念の理解移動荷重の解析

影響線（Influence Line）：【線】での評価
構造物の「線上」を単位荷重（Z方向の基準重

み）が移動するときの反応を記録
主に梁（ビーム）要素や、ルートが固定された橋

梁の解析に使⽤

影響面（Influence Surface）：【面】での評価
構造物の「面内（床版など）」の各節点に単位荷

重を載荷したときの反応を記録
板（プレート）要素を使い、⾞線変更や斜め走行

など、横方向の広がりを持つ荷重に使⽤
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ー概念の理解移動荷重の解析

3ステップの解析手順：

【定義】 ⾞両の重さや、
走るルート（⾞線・⾞線面）を決める

【計算】 単位荷重１を走らせて、
構造物固有の「影響線・影響面」を作る

【算出】 実際の⾞両を重ね合わせ、
移動に伴う反応を全パターン計算する
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ー概念の理解移動荷重の解析

結果が「最大値」と「最小値」の2種類になる理由：
⾞が移動すると、部材に

「下向きの力（最大）」がかかる瞬間もあれば、
テコの原理で「上に浮き上がる力（最小）」がかかる
瞬間もある

構造物の安全を確かめるため、
最もキツい「最悪の表と裏の顔」を同時に出力する
（他の荷重との組合せも可能）
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ー概念の理解移動荷重の解析

影響線を「Müller-Breslauの原理」でイメージする

原理： 影響線の形は、「知りたい力を解除して、そこ
を『1』だけ動かしたときの、梁の変形形状」
そのものになる

メリット： 面倒な数式を使わずに、グラフが直線にな
るか曲線になるか、プラスになるかマイナスになるか
が直感的にわかる
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ー概念の理解移動荷重の解析 教科書10-3



ー概念の理解移動荷重の解析

B点曲げモーメント（MB）の影響線を「変形」で作る
•手順：

• 連続梁の真ん中（B点）にピン（ヒンジ）を挿入して、カクカク動くようにする
• B点を「折れ角の合計が『1（単位回転角）』」になるように、グッと上へ突き
上げる

•結果：
• このときにできる梁のへの字の形（図10.1のｆ右）が、そのまま影響線（モノ
サシ）になる

• 知りたいこと： スパン中央（一番折れ曲がっている中間地点）のたわみ Δ の数
値はいくつになるか？
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ー概念の理解移動荷重の解析 教科書10-4



ー概念の理解移動荷重の解析 教科書10-4



第10章

移動荷重の解析

- チュートリアル -



ーモデルの概要チュートリアル

3 スパン連続梁に移動荷重（標準トラック荷重）を載荷する際の，影響線を⽤いた
部材位置ごとの最大断面力を算定し，最大断面力を発生させる移動荷重の位置を確認する。
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移動荷重の解析

- 構造計算の解説 -



移動荷重の解析ー構造計算の解説 教科書10-22
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